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《参考８：適正なガス取引についての指針》	
Ⅱ 卸売分野における適正なガス取引の在り方 
２ 公正かつ有効な競争の観点から望ましい行為及び問題となる行為 
ア 公正かつ有効な競争の観点から望ましい行為  
適正かつ活発な卸取引を通じたガス小売事業者の活発な競争に向けて、ＬＮＧや小売供給のための原料となるガスを保有する事業者は、

新規参入者を含むガス小売事業者に対して可能な範囲で積極的に必要なガスの卸供給を行うことが、公正かつ有効な競争の観点から望

ましい。 
イ 公正かつ有効な競争の観点から問題となる行為 
① 卸供給の制限 
ガス小売事業者が特定の卸売事業者からガスの卸供給を受ける以外に小売供給に必要なガスを調達することが事実上困難な場合におい
て、当該卸売事業者が、単独で、不当に、ガスの卸供給を拒絶し、卸供給量を制限し又は卸供給料金を高く設定することにより自己か

ら卸供給を受けることを断念せざるを得なくさせる行為は、当該ガス小売事業者の事業活動を困難にさせるおそれがある場合には、独

占禁止法上違法となるおそれがある（私的独占、取引拒絶等）。 
 
② 不当な取引条件の設定 
卸売事業者が、不当に、特定のガス小売事業者に対する卸供給料金を他のガス小売事業者に対する卸供給料金に比べて高く設定するこ
とは、独占禁止法上違法となるおそれがある（私的独占、差別対価等）。 

	

《参考９：電力・ガス取引紛争処理マニュアル》	
第 1節	 あっせん	 	 	 ２対象となる紛争（中略） 
（２）ガス事業法上のあっせん 
ア 卸取引に係る契約等  
ガス事業者の供給ガスの主原料となる天然ガスは、主としてＬＮＧの海外からの輸入により賄われている。このＬＮＧの輸入者につい

ては、莫大な設備投資や長期の引取契約を要するといった理由から、現状は、大手ガス事業者などに限られており、中小ガス事業者の
多くは、これらの輸入者や国産天然ガス事業者から導管又はローリー等による供給という形態でガスの卸売を受けている。このような

場面における、ガスの卸売を行う者（ＬＮＧの輸入者や国産天然ガス事業者）とガスの卸受けをする者（中小ガス事業者など）との間

での卸取引に関する契約等に関する紛争は、ガス事業法上のあっせんの対象となる。 
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